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市のようす（フ月１日現在）

人,口　447,335 人　　　(  + 639)

男　　226,885人　　　　( + 345)

女　　220,450人　　　　( + 294)

1!帯　151,860　　　　(  + 373)
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小金原４丁目

田中涼子さん小5

読みたい本がたく

さんあるので図書

館は大好きです図

書館には週に二回

ぐらい来ますお母

さんも妹も本が好

きなので一緒に来

ます私の好きな本

は動物が主人公の

物語です
市

立

図

書

館

に

電

算

シ

ス

テ

ム

を

導

入

1

1

月

か

ら

本

館

3

大

分

館

移

動

図

書

館

で

稼

働

松
戸
市
第
三
次
総
合
五
か
年
計
画
の
事
業
と
し
て
、
今
年
度
か
ら
市
立
図
書

館
に
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
貸
し
出
し
、
返
却
に
要
す
る

時
間
が
短
縮
さ
れ
、
読
み
た
い
本
も
す
ぐ
に
探
し
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
な
ど
、
図
書
館
の
利
用
ガ
と
て
も
便
利
に
な
り
ま
す
。

市
で
は
、
今
年
度
電
算
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
本
館
と
三
分
館
を
除
く
、
ほ
か

の
分
館
に
も
来
年
度
以
降
順
次
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
を
導
入
し
て
い
く
予
定
で
す
。

松
戸
市
の
第
三
次
総
合
五
か
年

計
画
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
今
年

度
か
ら
図
書
館
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
こ
な
り
ま

し
た
。

六

十
二
年
度
中
に
、
市
立
図
書

館
で
は

、
約
四
十
九
万

七
千
冊
の

蔵
書
を
お
よ
そ
十
二
万
六
千
人
に

貸
し
出
し
ま
し
た
。
延
べ
貸
出
し

冊
数
は
百
七
十
二
万
七
千
冊
余
り

に
か
上
り
ま
す
。

こ
の
膨
大
な
貸
し
出
し
冊
数
に

伴
う
図
書
の
貸
し
出
し
・
返
却

業
務
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
貸
し

出
し
冊
数
の
約
半
分
を
占
め
る
本

館
、
三
つ
の
大
規
模
分
館
（
常
盤

平
分
館
・
小
金
原
分
館
・
新
松
戸

分
館
）
、
移
動
図
書
館
に
電
算
シ

ス
テ
ム
を
設
置
し
、
今
年
の
十
一

月
か
ら
稼
働
さ
せ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

導入予定のものと同夕

イプのコンピューター

コ

ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
が

導
入
さ
れ
る
と
・：

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
利
用
し
た

貸
し
出
し
・
返
却
シ
ス
テ
ム
が
導

入
さ
れ
る
と
、
皆
さ
ん
が
図
書
館

を
利
用
す
る
際
に
、
ど
の
よ
う
に

便
利
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

今
ま
で
は
、
本
を
借
り
よ
う
と

す
る
と
、
本
を
借
り
る
図
書
館
ご

と
に
図
書
貸
出
券
を
作
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
は
一
枚
の
利
用
カ
ー
ド
で
、

市
の
ど
こ
の
図
書
館
（
電
算
シ
ス

テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
る
本
館
・

分
館
の
み
）
で
も
借
り
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

本
の
貸
し
出
し
、
返
却
に
要
す

る
時
間
も
、
本
や
利
用
カ
ー
ド
に

張
り
つ
け
ら
れ
た
バ
ー
マ

ー
ド
と

呼
ば
れ
る
記
号
を
機
械
が
読
み
取

る
だ
け
で
済
み
ま
す
か
ら
、
こ
れ

ま
で
よ
り
も
ず
っ
と
短
く
な
り
ま

す
。読
み
た
い
本
が
近
く
の
図
書
館

に
な
か
っ
た
と
き
、
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ス
テ
ム
で
結
ば
れ
た
本
館
や
分

館
で
は
、
瞬
時
に
ほ
か
の
図
書
館

の
蔵
書
構
成
や
貸
し
出
し
状
況
を

検
索
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で

、

予
約
が
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
る
な
ど

読
み

た
い

本
が
借
り
や
す
く
な
り

ま
す
。

本

の
返

却
も
、
電
算
シ
ス
テ
ム

が
導
入
さ
れ
た
図
書
館
に
つ
い
て

は
、
返
却
ポ
ス
ト
が
設
置
さ
れ
る

の
で
、
開
館
時
間
以
外
の
時
間
で

も
返
却
（
本
を
借
り
た
図
書
館
に

だ
け
返
却
で
き
ま
す
）
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
ふ
つ
に
便
利
な
電
算
シ
ス

テ
ム
を
、
市
で
は
、
ほ
か
の
分
館

に
も
順
次
導
入
す
る
計
画
を
立
て

て
い
ま
す
。

カ
ー
ド
の
申
請
は
お
早
め
に
／

コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
が

導
入

さ
れ
る
図
書
館
で

は
、
貸
出

券
が
利
用
カ
ー
ド
に
切
り
替
わ
り

ま

す
の
で

、
七
月
五
日
か
ら
カ
ー

ド
の

申
請
を
受
け

付
け
て

い
ま
す

。

七

月
中
に
手
続
き
を
終
え
た
人

に
は

、
十
月
中
に
利
用

カ
ー

ド
が

発
行

さ
れ
ま
す
の
で
、
な
る

べ
く

早
め
に

登
録
か
ず

る
ふ

つ
に
し
て

下
さ
い

。

詳
細
・：
市
立
図
書
館
昔
6
5上

じ

１
１
５

番

貸出券にかわつて、バーコードが

張られた利用カードになります

手数料･使用料･各種税

今
月
の
納
期
は

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
第
二

期
納
期
限
）：
八

月
一
日

早
め
に
納
付
（
納
入
）
お
願
い
し
ま
す

安全・確実な
口座振替のご利用を



持
ち
主
の
な
い
自
転
車
が

泣
い
て
い
ま
す

違
法
駐
車
に
よ
り
、
撤
去
さ
れ
る
放
置
自

転
車
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
が
、
昨
年
度
、

撤
去
自
転
車
を
取
り
に
来
た
人
は
、
そ
の
六

九
％
し
か
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
自
転
車

保
管
場
所
は
パ
ン
ク
寸
前
で
す
。

撤
去
さ
れ
た
自
転
車
は
、
必
ず
取
り
に
来

て
下
さ
い

。
ま
た
、
自
分
の
自
転
車
に
は
、

住
所
・
氏
名
を
ハ
ッ
キ
リ
書
き
ま
し
よ
う
。

市
内
の
駅
前
な
ど
で
、
違
法
駐

車
で
撤
去
さ
れ
た
自
転
車
は
、
昨

年
度
一
万
二
千
四
百
七
十
八
台
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

自
転
車
保
管
場
所
は
、
市
内
に

二
ヵ
所
あ
り
ま
す
が
、
保
管
場
所

は
今
に
も
パ
ン
ク
寸
前
の
状
態
で

す
。撤
去
さ
れ
た
自
転
車
を
取
り
に

来
る
人
が
少
な
い
か
ら
で
す
。

昨
年
度
、
持
ち
主
に
返
還
さ
れ

た
台
数
は
、
八
千
五
百
七
十
五
台

で
返
還
率
は
六
九
％
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
残
っ
た
自
転
車
は
、
遺
失
物
法

に
よ
り
六
カ
月
と
十
四
日
間
、
保

管
し

た
後
、
程
度
の
良
い

も
の
は

再

生
さ
れ
、
中
古
品
と
し
て

売
り

に

出
さ
れ
ま
す
。

そ
の

ほ
か
の
も
の
は
、

鉄
く

ず

と
し
て

古
物
商
業
者
に
売

っ
て
い

ま
す
。

昨
年
度
、
再
生
・
販
売
さ
れ

た

自
転
車
は

、
千
五
百
二
十
二

台
で

、

三

千
百

九
十

七
台
が
鉄
く
ず
と
し

て

売
り
払
わ
れ
て

い
ま
す
。

物
が
豊
か
な
時
代
と
は
い
え

決

し
て

安
価
な
も
の
で
は
な
い
は

ず

で

す
。

撤
ま

さ
れ
た
自
転
車
は

、
め
ん

ど
う
で
も
、
必
ず
取
り
に
来
て
下

さ
い
。

自
転
車
に
は

住
所
と
名
前
を

撤
去
し
た
自
転
車
に
住
所
と
名

前
が
書
い
て
あ
れ
ば
、
ハ
ガ
キ
で

通
知
し
て
い
ま
す
。

盗
難
に
あ
っ
た
時
な
ど
も
、
見

つ
か
る
可
能
性
が
高
い
の
で
、
住

所
と
名
前
は
必
ず
ハ
ッ
キ
リ
書
い

て
下
さ
い
。

ま
た
、
防
犯
登
録
を
し
て
あ
る

自
転
車
が
撤
ま
し
た
も
の
の
中
に

あ
れ
ば
、
警
察
か
ら
所
有
者
へ
連

絡
が
行
き
ま
す
。

返

還

は

こ

ち

ら

で

返
還
を
し
て
い
る
自
転
車
保
管

場
所
は
、
市
内
に
二
力
所
あ
り
ま

す
。
別
表
の
時
間
内
に
取
り
に
来

て
下
さ
い
。

マ
返
還
に
必
要
な
も
の
…
①
身
分

証
明
書
②
印
か
ん
③
移
送
保
管

料
千
円
④
自
転
車
の
カ
ギ

▽
詳
細
…
安
全
課
安
全
係

撤去場所 返還日 時間 返還場所

常 磐 線
各 駅

流山線
各 駅

月曜日

木曜日

第２
土曜日

新 松 戸

保管場所

新京成線
各 駅

東 武 線
六 実 駅

火曜日

金曜日

第
３
士曜円

八 柱

保管場所

国
民
民
年
金
未
届
け
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
奥
さ
ん
／

手
続
き
は
７
月
3
0日
ま
で
に

六
十
一
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
新
国
民
年
金
制
度
で
は
、
厚

生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
夫
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
奥
さ
ん
は
、
第
三
号

被
保
険
者
と
し
て
国
民
年
金
に
加

入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

第
三
号
被
保
険
者
と
な
る
た
め

に
は
、
市
役
所
国
民
年
金
課
へ
届

け
出
を
し
て
、
確
認
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
届
け
出
を
し
な
い
で
二
年

た
ち
ま
す
と
、
資
格
は
順
次
時
効

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

六
十
一
年
四
月
か
ら
の
確
認
を

受
け
た
い
人
で
、
ま
だ
届
け
出
を

済
ま
せ
て
い
な
い
人
は
、
七
月
三

十
日

王

）
ま
で
に

届
け

出
を
し
て

下

さ
い

。

八
月
に
な

る
と
、
六

十
一
年
四

月
か
ら
六
月
ま
で
の
間
は
資
格
を

失

っ
て
、
将

来
の

年
金
額
の
算
定

な
ど
で
不
利

益
に

な
り
ま
す
。

な
お
、

保
険
料
は

、
ご
主
人
の

加
入
し
て
い

る
職
場
の

年
金
制
度

（
厚
生
年
金
、
共

済
組
合
）
が
ま

と
め
て
負
担
し
ま
す

。

で

す
か
ら
、
自
分
で

負
担
す
る

こ
と
も
な
く
、

ご
主
人
の

給
料
か

ら
差

し
引
か
れ

る
こ
と

も
あ
り
ま

せ

ん
。

マ
届
け
出
先
…
国
民
年

金
課
ま
た

は
各
支
所

▽
詳
細
・・
・
国
民
年
金
屎

適
用

係

撤

去

自

転

車

を

取

り

に

来

て

国
保
松
戸
市
立
病
院
事
業
管
理
者
に

菊

地
　

浩

氏
松
戸
市
立
病
院
事
業
管
理
者
が

七
月
一
日
付
を
も
っ
て
、
前
管
理

者
の
赤
須
文
男
氏
か
ら
新
管
理
者

菊
地
浩
氏
に
か
わ
り
ま
し
た
。

菊
地
氏
は
大
正
十
年
生
ま
れ
、

六
十
七
歳
。

昭
和
二
十
一
年
に
東
北
帝
国
大

学
医
学
部
卒
業
、
山
形
県
衛
生
部

長
、
厚
生
省
大
臣
官
房
統
計
調
査

部
衛
生
統
計
課
長
、
新
潟
県
衛
生

部
長
、
自
治
医
科
大
学
公
衆
衛
生

学
教
授
・
地
域
医
療
学
教
授
な
ど

を
歴
任
し
て
い
ま
す
。

満
パ
イ
の
自
転
車
保
管
場
所
（
新
松
戸
）

八
月

は
ゴ
ミ
の
分
別
強
化
月
間

パ
ト
ロ
ー
ル
班
に
協
力
を

夏
は
一
年
中
で
も
ゴ
ミ
の
量
が

一
番
多
く
な
る
時
期
で
す
。

収
集
で
き
な
い
「
違
反
ゴ
ミ
」

が
出
さ
れ
ま
す
と
悪
臭
や
害
虫
の

発
生
源
と
な
り
、
付
近
住
民
に
迷

惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ゴ
ミ
の
出
し

方
に
つ
い
て

は
、
清

掃
パ
ト
ロ
ー
ル
班
が

毎
日

、
住
民
指

導
を
行

っ
て

い
ま
す
が
、
ま

だ
ま

だ
分
別

を
守
ら

な
い
人
が
多
く
見

う
け
ら

れ
ま
す
。

そ
の
た
め
今
年
も
八
月
分
別

収
集
強
化
月
間
と
し
、
こ
の
期
間

中
に
次
の
こ
と
を
行
い
ま
す
。

○
ゴ
ミ
収
集
運
搬
委
託
業
者
の
車

両
に
、
分
別
強
化
月
間
の
横
断

幕
を
取
り
つ
け
「
水
切
り
」
、

「
分
別
」
の
啓
発
を
行
う
。

集
積
所
で

ゴ
ミ
の

分
け
方
・
出

し

方
を
直
接
指
導
す
る
。

不
良
集
積
所
近

隣
住
民
の
指
導
、

違
反
ゴ
ミ
排
出

者
の
調
査
指
導

、

収
集
運
搬
委
託

業
者
の
指
導
等

を
行
う
。

ゴ
ミ
の

減
量
・
再
沓
源

化
と
と

も
に
、

清
潔
で

住
み
よ
い
街

づ
く

り
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま

す
。

マ
詳
細
・
・・
清
掃
第
一
課
業
務
係

八
月
十
五
日

（
月
）
は
ゴ
ミ

。

し
尿
の
収

集
は

休
み

ま
す
。

水
切
っ
て

分
別
守
っ
て

ゴ
ミ
減
量

常盤平市民センター(本館)

７月31日まで休館

常盤平市民センター（本館）

は､改 修工事のため７月31 日（日）

まで休館しています。

改修中、予約などの受け付け

は常盤平支所で行っています。

※工事期間中は、支所・市民セ

ンターヘの車での来場はご遠

慮下さい。

E〉詳細…常盤平支所387 ―2131

番

国保松戸市立病院

看護婦募集

職種…看護婦・准看護婦（３

交替勤務ができる人）

年齢･‥35歳まで

市内医療機関に勤務している

人はご遠慮下さい。

詳細…国保松戸市立病院庶務

課人事係S63 ―2171内線2513

番

悪質訪問販売に

ご 用 心

心配ごと相談

期日 時 間 会 場

8/1  (月)

午前10時

～午後３時

馬 橋 支 所

２(火) 六 実 支 所

３(水)
常 盤 平 支 所

新松戸市民ｾﾝﾀｰ

４休） 小金原市民ｾﾝﾀｰ

５窗 市役所市民相談
コ ー ナ ー

６出 午前10時～
午後O0S3O 分

小金市民センター

12窗
午前10時

～午後３時

市役所市民相談

コ ー ナ ー
19窗

26圀

詳細…社会福祉協議会登68－

0503番

原
爆
投
下
日
に
は

死
没
者
の
慰
霊
と
平
和
を

祈
念
し
ま
し
ょ
う

昭
和
二
十
年
八
月
六
日
午
前
八
時
十
五
分
広
島
に
、
八
月
九
日
午
前

生
時
二
分
長
崎
に
、
世
界
で
初
め
て
原
子
爆
弾
か
投
下
さ
れ
て
か
ら
満

四
十
三
年
を
迎
え
ま
す
。

死
没
者
の
冥
福
と
世
界
平
和
を
祈
り
、
各
職
場
や
家
庭
で
一
分
間

の
黙
と
う
を
し
ま
し
ょ
う
。

マ
詳
細
・
：
総
務
部
庶
務
課
庶
務
係

世界平和都市宣言事業

平和パネル展

期日・会場…８月９日(火)～

11日(木)市民劇場２階ロビー、

12日(金)～16日(火)文化ホー

ルギャラリー、17日(水)～20

日(土)市役所１階本館新館連

絡通路

詳細…総務部庶務課庶務係

平和図書コーナー開設

期日…８月９日(火)～20日(上)

会場…市立図書館本館２階閲

覧コーナー

詳細…図書館本館S65 ―5115番



市長の窓

常
磐
線
の
朝
夕
の
混
雑
の
緩

和
は
、
松
戸
市
に
と
っ
て
解
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な

政
策
課
題
で
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
常
磐
沿
線
の
各
市
が
共

同
し
て
関
係
方
面
に
対
し
、
訴

え
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

そ
の
成
果
の
一
つ
と
し
て
、
ま

る
十
二
月
か
ら
今
年
の
三
月
に

か
け
て
、
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
快
速

電
車
の
十
五
両
化
（
か
つ
て
は

十
両
編
成
）
が
実
現
の
運
び
と

な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
は
暫
定
対
策

と
み
る
べ
き
で
、
抜
本
対
策
は

常
磐
新
線
の
建
設
と
地
下
鉄
十

一
号
線
（
半
蔵
門
線
）
の
松
戸

市
へ
の
延
伸
を
実
現
さ
せ
る
こ

と
で
す
。

特
に
松
戸
市
に
と
っ
て
は
、

地
下
鉄
十
一
号
線
の
早
期
延
伸

を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

昭
和
六
十
年
七
月
運
輸
政
策

審
議
会
か
ら
地
下
鉄
十
一
号
線

の
松
戸
延
伸
が
答
申
さ
れ
て
以

来
、
関
係
方
面
に
対
し
、
早
期

実
現
方
積
極
的
に
運
動
を
続
け

て
き
ま
し
た
。

最
初
に
と
り
く
む
問
題
は
、

地
下
鉄
十
一
号
線
の
事
業
主
体

を
決
め
る
こ
と
で
す
。
私
は
、

県
知
事
と
も
相
談
し
、
営
団
地

下
鉄
に
お
願
い
す
る
こ
と
で
意

見
が
一
致
い
た
レ
羨

し
た
。

地
下
鉄
十
一
号
線
は
、
営
団

地
下
鉄
に
よ
っ
て
、
既
に
渋
谷

～
半
蔵
門
間
か
開
通
し
、
目
下

半
蔵
門
か
ら
三
越
前
ま
で
を
、

六
十
四
年
春
開
通
、
三
越
前
か

ら
蛎
殻
町
ま
で
六
十
五
年
秋

開
通
を
め
ざ
し
て
、
鋭
意
工
事

を
進
め
て
い
る
か
ら
で
す
。

そ
れ
か
ら
松
戸
へ
の
延
伸
ル

ー
ト
は
、
白
河
～
住
吉
～
錦
糸

町
～
押
上
～
四
ツ
木
～
金
町
～

松
戸
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
こ
れ
ま
で
延
伸
の
沿

線
と
な
る
江
東
、
墨
田
、
葛
飾

の
三
区
と
共
同
し
て
、
こ
の
実

現
を
図
る
よ
う
話
し
合
っ
て
き

ま
し
た
が
、
六
十
一
年
十
二
月

意
見
が
一
致
し
て
、
促
進
連
絡

協
議
会
が
発
足
し
、
市
・
区
民

へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
、
共
同
陳
情
な

ど
を
行
う
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。そ
し
て
、
昨
年
九
月
私
は
、

三
区
長
と
共
に
、
当
時
の
橋
本

運
輸
大
臣
及
び
営
団
地
下
鉄
総

裁
に
対
し
、
早
期
着
工
を
陳
情

し
ま
し
た
。

大
臣
は
、
必
要
性
は
認
め
る

し
、
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
が
、
今
日
、
明
日
と
は

ま
い
ら
な
い
、
よ
く
検
討
す
る

と
の
趣
旨
の
回
答
を
し
ま
し
た
。

営
団
側
の
回
答
は
、
必
要
性

は
認
め
る
の
で
現
在
行
っ
て
い

る
工
事
の
日
途
が
つ
い
た
後
、

ど
の
線
を
着
工
す
る
か
き
め
た

い
と
の
事
で
し
た
。

蛎
殼
町
～
松
戸
間
は
十
八
・

三
㌔
㍍
あ
り
、
工
事
も
四
千
億

円
を
超
え
る
と
試
算
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
そ
う
簡
単
に
片
づ
く

も
の
と
は
思
わ
れ

ま
せ

ん
。

新
運
輸
大
臣
へ
の

陳
情
な
ど

積
極
的
且
つ

継
続
的
に
関
係
方

面
に
働
き

か
け
て

行
く
し
か
あ

り
ま
せ
ん

。

営
団
地
下

鉄
へ
の
国
か
ら
助

成
金
の
予
算
化
の
問
題
も
あ
り
、

地
元
選

出
国
会
議
員
の

先
生

方

の

お
力
添
え
も
い
た
だ

か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

五

十
九

年
に

は
、
市
民
の

皆
さ

ん
二
十
九
万
人
の
署
名

を
い
た

だ
き
、
そ
れ
が
松
戸
へ

の
延
伸

を
決
め
た
大
き

な
要
因

と
な
り

ま
し
た
の
で

、
も
う

一
度
こ
の

よ
う
な
運
動
が
盛
り
あ
が
る
よ

う
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
御
支
援

を
お
願
い
し

た
い

と
存
じ

ま
す

ワー

スト

1に

はな

りた

くな

い

後を絶たない交通事故

今
年
に
な
っ
て
、
千
葉
県
で
は
百
九
十
七
人
が
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ

れ
は
、
神
奈
川
県
に
次
い
で
、
全
国
で
ワ
ー
ス
ト
ニ
位
と
な
る
不
名

誉
な
記
録
で
す
。

松
戸
市
内
で
も
、
前
年
の
同
期
と
比
べ
て
三
十
七
件
も
多
い
八
百
三
十
件
の

交
通
事
故
が
起
き
、
七
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

被
害
者
に
な
っ
て
も
、
加
害
者
に
な
っ
て
も
、
悲
惨
な
交
通
事
故

。

交
通
規
則
を
守
り
、
安
全
運
転
で
事
故
の
な
い
、
明
る
い
街
を
つ

く
り
ま
し

よ
う
。

地下鉄11号線の延伸が待たれる松戸駅

地
下
鉄
十
一
号
線
の
そ
の
後宮
間
満
寿
雄

５月末現在

県内の今年の

死 亡 者

車
や
オ
ー
ト
バ
イ
は
、
人
間
が

佐
竹
出
し
た
便
利
な
乗
り
物
で
す
。

し

か

し

、
運

転
を

誤

る

と
大

変
危
険
な
凶

器
と
化
し
て

、
人
の

命
を
奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

被
害
者
に
な

っ
て
も
、
加
害
者

に

な
っ
て

も
、
今
ま
で
積
み
重
ね

て

き
た
生
活
が
、
一
瞬
に
し
て
か

き
消
さ
れ
、
悲
し
み
と
後
悔
だ
け

し

か
残
り
ま
せ
ん
。

今
、
千
葉
県
で
は
、
二

・
三
人

に
一
人
が
運
転
免
許
を
持
ち
、
二

人
に

一
人

が
車
両
を
保
有
し
て
い

る
状
況
で
す
。

そ
ん
な
中
で
、
後
か
絶
た
な
い

の

が
悲
惨
な
交
通
事
故
で
す
。

不
名
誉
な

全
国
ワ
ー
ス
ト
２

位

六
十
三
年
一
月
か
ら
五
月
末
ま

で
に
、
県
内
で
起
こ
っ
た
交
通
事
故

は

、
八
千
三
百
四

十
六
件
に
も
上

り

、
前
年
の

同
期
と
比

べ
る
と
三

百
五

十
五

件
も
増
え
て
い
ま
す

。

そ
の
う

ち
百
八

十
五
件
が
死
亡

事
故
で

、
全
国
で

ワ
ー
ス
ト
ニ
位

と

な
る
百

九
十
七

人
が
大
切
な

命

を
失

っ
て
い

ま
す
。

松
戸
市
内
で
も

、
五
月
末
ま
で

に
、
前
年
よ
り
も
三

十
七

件
多
い

八
百

三
十
件
の
交

通
事
故

が
起
き
、

七
人
が
亡
く
な

っ
て
い

ま
す
。

死
亡

事
故
の
原

因
で

は
、
ス

ピ

ー
ド
の
出
し
過

ぎ
が
四
割
近
く

を

占
め
て
い

ま
す
。

ま
た
、
自
動
車
を
運
転
し
て
い

た
り

、
同
乗
し
て

い
て
死
亡
し
た

人
の
、
八
四
％

が
シ
ー
ト

ベ
ル
ト

を
着
用
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
わ
ず
か
な

手
間
で
大
切
な
命
を
守
り
ま
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
は
必
ず
守

り
ま
し
ょ
う
。

夏
休
み
で
す
／

子
ど
も
に
対
す
る

注
意

を

車
対
歩
行
者
の
事
故
は
、
死
亡

事
故
に
な
る
場
合
が
多
く
、
子
ど

も
や
お
年
寄
り
が
、
悲
し
い
犠
牲

者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
の
公
立
の
幼
稚
園
・
小
中

学
校
で
は
、
明
日
二
十
一
日
か
ら

夏
休
み
に
入
り
、
子
ど
も
た
ち
が

外
で
遊
ぶ
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き

ま
す
。
今
ま
で
子
ど
も
た
ち
が
い
な
か

っ
た
道
や
時
間
帯
で
も
、
車
な
ど

を
運
転
す

る
人
は

、
子

ど
も
に

対

し
て

十
分
注
意
を
し
て
下

さ
い

。

ま
た
、
夏
休
み
に
は

、
車
で

旅

行
を
す
る
家
庭
も
多
い
か

と
思
い

ま
す
。

助
手
席
に
乗

っ
た
子
ど
も
の

目

は

、
運
転
し
て

い
る
お
父
さ
ん

お

母

さ
ん

と
同
じ
景
色
を
追
い
か
け

て
い

ま
す
。

信
号
無
視

・
無
理

な
追
い

越
し
・

ス

ピ
ー
ド
違
反
＝
・
。

子
ど
も
の
心
に
は
、
ど
の
よ
う

に
映
る
で
し
ょ
う
か
。

親
が
手
本
を
示
し
て

交
通
ル

ー

ル

を
守
り
、
事
故
の
な
い

街
を
つ

く
り
ま
し

ょ
う

。

マ
詳
細
…
安
全
課
安
全
係

す
ず
む
し
を
無
料
配
布
し
ま
す

日

時
：
七

月
二
十
二
日
（
金

）
午

前
九
時
三
十
分
～
十

一
時
三
十

分
雨
天
決
行

配
布
場
所
＝
・
①
松
戸
駅

西
口
公

園
②
金
ヶ
作
公
園
駐
車

場
横

（
常
盤
平
支
所
隣
）
③
小

金
東

漸

寺
山
門
前

内
容
三
力
所
で
一
万
六
千
匹

を
先
着
順
に

一
人
当
た
り

オ
ス

メ
ス
各
二
匹

ず
つ
配

布

虫
カ
ゴ
（
網
の
日

が
細
い
も
の
）

・
紙
袋
な
ど
を
必

ず
持
参
し
て

下

さ
い
。

詳
細
・
＝
公
園
緑
地
課
小
鳥
を
呼

ぶ
係

危険 ／「スピードの出し過ぎ」

文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

７月

８月

中
央
学
院
大
学
初
夏
写
真
展
・
二
七
月
二
十
二
日
上

干

四
日

松
戸
市
小
中
学
校
席
書
展
…
七
月
二
十
七
日
上

二
十
一
日

世
界
平
和
都
市
宣
言
行
事
「
平
和
パ
ネ
ル
展
」
…
八
月
十
二
日
～
十

六
日
十
五
日
は
休
館
）

開
館
時
間
は
月
曜
・
祝
日
を
除
く
毎
日
午
前
十
時
～
午
後
六
時

初
日
と
最
終
日
は
時
間
の
変
更
も
あ
り
ま
す
。

（
文
化
ホ
ー
ル
。。
6
7
－
7
8
1
0

番
）

映
画
と
人
形
劇
お
は

な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

（
入
場

無
料
・
三
～

九
歳
く
ら
い
が
対

象
）

テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
「
で

ん
わ
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

容
6
3－

９
９
９
９
番

四
日

八

月

三
日

二
十
二
日
一
十
一
日

七
月
二
十
日

期

日

古
ヶ
崎
市
民
セ
ン

タ
ー

図

書

館

本

館

明

市

民

セ

ン

タ

ｊ

六

実

市

民

セ
ン

タ

ー

図

書

館

本

館

会

場

午

後

三

時

～

四

時

午
後
三
時
～
三
時
三
十
分

午

後

三

時

～

四

時

午
後
三
時
～
三
時
三
十
分

時

間

定
員
に
な

っ
た
場
合
に
は
入
場
を
お
断
り
し
ま
す

。

詳
細
・
：
市

立
図
書
箆

：
6
5－
5
1
1
5

番

お
め
で
と
う
結
婚
5
0周
年

金
婚
夫
婦
に
お
祝
品
贈
呈

対

象
＝
・
昭

和
十
三

年
九
月
一
日

～
十
四
年
八
月
三
十

一
日
に

結
婚
し
、

夫
婦
と

も
に
健

在
の

市
内
在
住
者

本
人
か
ら
の
甲
請
で
贈
呈
。
皆
さ
ん
の
知
り
合
い
で
該
当
す
る
人
が

い
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い

。

申
込
み
こ
・
七
月
三
十
一
日
言
）
ま
で
に
ハ
ガ
キ
に
夫
婦
の
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
結
婚

年
月
日

・
町
会
名
を

書
い
て

〒
二
七

一
松
戸

市
本
町
一
四
ー
二
松
戸
第
一
生
命
ビ
ル
内
・
松
戸
市
社
会
福
祉
協
議

会
（
四
6
8
j
0
5
0
3

番

）
へ

松戸花火大会

８月13日(土)に開催

日時…８月13 日（土）午後７時

30分 ～９時〔雨天・荒天の場

合は８月20 日（土）に順延〕

会場…商工会議所先の江戸川

河川敷（打ち上げは三郷市東

京スポーツグラウンド）

内容…打ち上げ花火・仕掛け

花火･ 水中花火･ナ イヤガラ・

スターマインほか

詳細…実行委員会（商工会議

所内）登64-3117 番



成人歯科健康診査実施歯科医療機関一覧表

＼ 医 療機 関名 電話番号 医 療 機 関名 電話番号 医 療 機 関名 電話番号

松

－尸

明

地

区

平 岡 歯 科 医 院 6卜6666 大 塚 歯 科 医 院 邸－2翻 福 武 歯 科 医 院 64-7363

皓 歯 クリ ニッ ク 6卜 誦0 松戸歯科クリニック 6卜 茴20 藤 野 歯 科 医 院 68-8373

明 石 歯 科 医 院 6卜3712 平 山 歯 科 医 院 67-9631 北 村 歯 科 診 療 室 68-2371

森 歯 科 医 院 62-2700 小根本歯科クリニック 63づｱｱ1 南花島歯 科診療所 65-3796

北 原 歯 科 医 院 67-5001 松戸デンタルクリニツク 64-5308 平 岡 歯 科 医 院 68－8200

小 泉 歯 科 医 院 65-2233 植 田 歯 科 医 院 62-3142 富 永 歯 科 医 院 63-2737

佐 藤 歯 科 医 院 6卜 憫8 大 山 口 歯 科 医 院 62-5992 藤 歯 科 医 院 6卜 愆0

宮 本 歯 科 医 院 62-2876 宇 津 見 歯 科 医 院 62－8688 歯 科 浜 松 医 院 66-0260

小林歯科クリニック 6∠卜1616 兼坂歯科野菊野診療所 邸一侶8Z ハ ナ ワ 歯 科 医 院 68－8040

ﾐﾄｰ ﾃﾞﾝﾀﾙｸﾘﾆﾂﾌ 61-0600 小 山 歯 科 医 院 67―1053シュン歯科医院 65-3823

昭 和 歯 科 医 院 63-5221 岡 野 歯 科 医 院 63-4631 稔 台 歯 科 診 療 所 67-6607

ス ギ タ 歯 科 医 院 65-3945 加藤歯科クリニック 63-4182 砂 長 歯 科 医 院 62-0873

宇 佐 美 歯 科 医 院 62-5207 高 田 歯 科 医 院 63-6807 江 熊 歯 科 医 院 65-3979

齊藤デンタルクリニック68ペガ 町 山 歯 科 医 院 回一釦00 芦田歯科医院 62-3446

嶋崎歯科クＵニツフ 6∠卜66/5 青山デンタルクリニツク 67-8151

毘

窃
誼

本 間 歯 科 医 院 62－8532 瀬 畑 歯 科 医 院 67-0120 森歯科二十世紀ヶ丘診療所 68－8336

大 橋 歯 科 医 院 62-7506 本 山 歯 科 医 院 62-4973 植田歯科クリニツク 92－56肪

長 島 歯 科 医 院 6卜3321 佐 々 木 歯 科 医 院 68-9920 中村アンタルクリニック 91-6683

オコヒ ラ歯科医院 65－∠mo

常

盤

平

五

香

地

区

吉 田 歯 科 医 院 92-0333 追 立 歯 科 医 院 87-5457 やばしら 歯科医院 85-3591

森 元 歯 科 医 院 8卜6 叩 平 賀 歯 科 医 院 8卜Zｱ 纐 柳 沼 歯 科 医 院 85－3399

ニトリ歯科クリニック 8卜 悦2 五 香 歯 科 医 院 8∠|一7556 岩 井 歯 科 医 院 85－2翻

コタニグリーン歯科医院86-2738 三 徳 歯 科 医 院 86－∠m2 新 井 歯 科 医 院 図－ｱｱ08

有 井 歯 科 医 院 85-5245 恩田歯科クリニック 8卜 邸82 宮嶋歯科医院 8アー0068

福 島 歯 科 医 院 8Zづ096 ﾌｱﾐﾘｰﾃﾞﾝﾀﾙｸﾘﾆﾂｸ 88-9391 大 越 歯 科 医 院 85-5164

ゆう かり 歯科医院 88-0620 歯 科 杉 田 医 院 8アー5535 脇 谷 歯 科 医 院 85-2502

河 上 歯 科 医 院 88一個5∠1原 歯 科 医 院 87-8197 大久保歯科診療所 84一句82

桜 井 歯 科 医 院 84-1378 東 歯 科 医 院 88-1498 長 坂 歯 科 医 院 85－3Z88

常 盤 平 歯 科 医 院 84-1220 成 島 歯 科 医 院 8アー0894 高 橋 歯 科 医 院 8卜2 膕

浜 野 歯 科 医 院 87-3601 戸 原 歯 科 医 院 87-8640 松 飛 台 歯 科 医 院 図－2862

片 山 歯 科 医 院 87-2916 牧の原齊藤歯科医院 85-2788 高 柳 歯 科 医 院
0471
91-4950

山 崎 歯 科 医 院 87-3788

馬
橋

新

松
－
尸
地
区

東 風 歯 科 医 院 4卜3219 八ヶ崎斉藤歯科医院 42-5143 小 谷 歯 科 医 院 ∠15-2815

本 間 歯 科 医 院 4卜3045 石 崎 歯 科 医 院 4卜 悦8 長 岡 歯 科 医 院 ∠14-1391

けいあい歯科医院 ∠13―5577 中 和 倉 歯 科 医 院 41-6290 小児歯科ﾎﾟﾌﾟﾗ 診療室 45-8941

金　 子　 医　 院 42-9812 佐藤歯科クＵニツク 42づ834 よ こ 山 歯 科 医 院 46－∠|ｱ89

恩 田 歯 科 医 院 ∠13-2325新 松 戸 歯 科 医 院 45-1536 新松戸総合歯科診療所 4∠卜6320

神 谷 歯 科 医 院 4卜8958 くらもち歯科医院 4卜 惚4 高橋歯科クリニック 44-5162

白 石 歯 科 医 院 43-5711 とうない歯科医院 46-3213 新松戸ﾌｱﾐｰﾙ歯科医院 4卜2344

小

金

小

金

原
地

区

岡 田 歯 科 医 院 4卜1460 半 田 歯 科 医 院 4∠卜5280 国 谷 歯 科 医 院 45-0056

横 山 歯 科 医 院 4卜4585 北 小 金 歯 科 医 院 42-0112 栗 ヶ 沢 歯 科 医 院 43-6956

吉田歯科クリニック ∠13-3592 平 井 歯 科 医 院 41-6451 ハヤカワ 歯科医院 41-0178

サ カ タ 歯 科 医 院 43－ｱ320 渡辺歯科クリニック 4∠卜Zｱ3 ∠|斉 藤 歯 科 医 院 43-1325

生 木 歯 科 医 院 44 -6326宮 坂 歯 科 医 院 41-2857 藤 井 歯 科 医 院 45-0418

小 金 原 歯 科 医 院 4卜 促8 きよしヶ丘歯科診療所 43-6862 外苑歯科松戸診療所 43-022 ∠|

塙 歯 科 医 院 42-1070 伊 藤 歯 科 医 院 ∠13-6900殿 平 賀 歯 科 医 院 4卜 乃Z6

谷 津 歯 科 医 院 43-2020
/

成人歯科
無
料
健
康
診
査
実
施
中

対
象
者
を
拡
大

4
0
4
5
5
0
5
5
6

0

歳の

人は

受診

を

市では、40歳・45歳・50歳・55

歳・60歳の人を対象に、無料で歯

科健康診査を行っています。

健康で豊かな食生活を送るため

にも、定期的に歯をチェックする

ことが大切です。大事な歯をむし

歯や歯槽膿漏から守るために、早

めに受診して下さい。

あ
な
た
の
歯
は
健
康
で
す
か

歯
を

失
う
原
因
と
し
て

、
む
し

歯
と
歯
槽
膿
漏
か

お
り
ま
す
が
、

四
十
歳
以
上
の
人
で

は
圧
倒
的
に

多
い
の

が
歯
槽

膿
漏
で

す
。

歯
ぐ
き
が
は
れ
る
、
血
が
出
る
、

口
臭
が
あ
る
な
ど
の
症
状
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

歯
槽
膿
漏
は
、
む
し
歯
と
違
い

痛
み
を
伴
わ
な
い
の
で
放
っ
て
お

く
と
、
手
術
が
必
要
に
な
っ
た
り

歯
を
抜
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

り
ま
す
。
手
遅
れ
に
な
ら
な
い
う

ち
に
、
早
め
に
歯
の
チ
ェ
ッ
ク
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
四
十
歳
の

人
を
対
象
に
、
無
料
で
歯
科
健
康

診
査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

本
年
度
か
ら
は
対
象
者
を
拡
大
し

四
十
歳
の
ほ
か
に
、
四
十
五
・
五

十
・
五
十
五
・
六
十
歳
の
人
も
無

料
で
受
診
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
健
康
で
豊
か
な
食
生
活
を
送
る

た
め
に
も
、
一
生
健
康
な
歯
で
あ

り
た
い
も
の
で
す
。

対
象
と
な
る
人
は
、
実
施
医
療

機
関
一
覧
表
に
よ
り
、
直
接
予
約

し
、
対
象
者
に
配
布
済
み
の
受
診

券
か
持
っ
て
早
め
に
受
診
し
て
下

さ
い
。

対

象
者
二

牟

三
年
四
月

一
日

か
ら
六
十
四
年
三
月
三
十

一
巳

ま
で
に
四
十

・
四

十
五
・
五
十

・
五
十
五

・
六

十
歳
に
な
る
人

内
容

…
口
腔
内
診
査
と
相
談

・

指
導

期
間
二
（

十
四
年
三
月
ま
で

申

込
み
・・
・
直
接
左
表
の
実
施
医

療
機

関
へ

詳
細
＝
・
健
康
管
理

課
保
健
計
画

係

少
年

補
導
員

百
三
十
六
人
を
委
嘱

市
教

育
委
員
会
は
こ
の
ほ

ど
、

第
十

一
期
少
年
補
導
員
を

委
嘱
し

ま
し
た

。

少
年
補
導
員
は
、
学
校
教
職
員
、

Ｐ
Ｔ
Ａ

会
員
、
青
少
年
相

談
員
、

民

生
児

童
委
員
、
保
護
司

、
民
間

有
志
、
関
係
機

関
団
体
の
代

表
と

職
員
か

ら
選
ば
れ
た
百
三
十
六

人

で

構
成
さ
れ
、
市
少

年
セ
ン

タ
ー

運
営
協
議
会
で
決
ま

っ
た
業
務
計

画
に
基
づ
い
て
市
内
全
域
を
巡
回
、

補
導
活
動
を
行

っ
て

い
ま
す
。

委
嘱
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
本
庁
地
区
一

加
藤
宏
子

、
三

関

忠
一
、
中
山
恵
宏
、
繁
田
輝
和
、

平
川
守
美
、
皆
川

明
、
常
盤
廣
行

、

高
橋
幸
子
、
毛
利
多
壽
子
　

【
明

（
一
）
地
区
】
戸
張
勲
、
大
川
悦
子
、

鈴
木
重
光
、
宮
山
俊
夫
、
開
発
孝
、

長
沼
孝
、
河
端
徹
、
荒
井
正
子

、

根
原
清
子
　

萌
（
二
）
地
区

】
麩

洋
光
男
、
飯
箸
か
つ
子
、
飯
箸
彦

次
、
仲
田
成

作
、
藤
田
志
津
、
安

蒜
き
く
え
、
花
井

良
次
、
石
垣
昇

鈴
木
孝
則
、
宮

瀬
克
子
、
加
藤
雅

章
、
高
橋
絹
子

、
安
蒜
敏

子

【
矢
切
地
区

】
森
豊

高
、
平
川
都
、

宮
本
そ
の
、
近
藤
貞
子

、
鈴
木
美

智

、
近
藤
栄
一
、

和
田
哲
也

、
地

曳
弘
行
示

林
武
彦
示

山
初
江

、

矢

部
敏
子
　

【
東

部
地
区

】
湯
浅

作
衛
、
宮
山
正
己

、
湯
浅
仁

、
斉

藤
浩
、
川
上
孝

雄
、
島
田
正

範
、

山

崎
義
道
、
林
保
裕
、
尾

崎
照

雄
、

紙
谷
典
夫
、
山
本
健

治
、
石
井

芳

郎
、
鈴
木
守
、
伊
藤

真
紀
子

、
湯

浅
猛
、
荒
井
優
　

【
馬
橋

地
区
】

佐
野
男
三
、
馬
場
烝
治
、
中
山
晴

夫
、
川
津
勇

、
大
平
明

彦
、
久
保

田
文
明
、
寺
山
昭
彦

、
種
村
ゆ
き

え
、
小
川
千
枝
　

【
常
盤

平
地
区
一

山
田
春
子
、
越
川
政
吉

、
田

村
良

子
、
斉
藤
良
二

、
平
野
司

、
土
屋

武
、
河

酉
房
江

、
羽
住
愛
子

、
小
島

一
之
、
市
川
節
男
示

幡
兼

弘
、
小

玉
繁
雄
、
加
藤
博

之
、
平
彰

夫
、
倉

田

文
子

、
清
水
い
と
子
、

高
橋
照

美
、
笹
本
文
枝
　

【
五
香
六

実
地

区
】
宇
野
竺

、
小
金
谷
武
男

、

川

井
禄
郎
、
米
山
耕
作
、
長
洋
力
、

石

渡
正

明
、
片
山
義
久
、
斎
藤

和

伸
、
平
田
き
よ
み

、
金
子
範
子

、
鈴

木
登
美
子

、
加
藤
俊
江
　

【
小

金

地
区
】
鈴
木
千
枝
子
、
田
中
公
子

古
家
操
、
今
井
百
合
子

、
三
田

寺

進
、
久
世
隆
造

、
金

澤
利

昭
、
金

子

英
一

、
山
田
信

彦
、
渡
辺

和
政
、

石

井
勝
次

、
楢
村
正

保
、
川
上

美

智
子
　

【
新
松
戸

地
区
一

山
工

咼

男
、
岡
部
輝
子

、
大
島
菊
枝
、
石
川

栄
助
、
東
風

信
夫
、
菅
野
健

吾
、
城

井
浩
行
、
泉
晴
行
、
井
上

雅
博
、
増

田

栄
次
、
高
橋
康
勝
、
五

味
宏
恵
、

高
杉
典
子

、
古
谷
和
子
、
海
老
原

修

【
小
金
原
地
区
一

大
久
保
暁
子

、

西
川
悦
子
、
宇
佐
見
吉
保
、
山
野
辺

は
る
い
、
山

本
和
美
、
大
木
伸
、
大

塚
敦
己
、
八
塚
孝
子
小
暮
利
夫
、

吹
上
弘
子
、
稲
村
幸
子
（
敬
称
略
）

▽
詳
細
・
・
少

年
セ
ン

タ
ー

ま

だ

ま

だ

増

え

る

？

少年の非行 不

規

則

生

活

や

開

放

感

非

行

の

芽

は

夏

休

み

か

ら

待
ち
か
ね
た
夏
休
み
で
す
学
校
生
活
で
の
規
則
正
し
い
毎
日
か
ら
解
放
さ
れ
楽
し
い
夏
休
み
の
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
の
目
も
一
段
と
輝
い
て
く

る
季
節
で
す
青
春
の
な
っ
た
だ
中
を
明
る
く
伸

び
や
か
に
成
長
す
る
子
ど
も
た
ち
で
す
が
少
年
非
行
と
い
う
暗
い
影
も
あ
る
こ
と
を
見
逃
せ
ま
せ
ん
そ
こ
で
今
回
は
子
ど
も
の
非
行
問
題
に
つ

い
て
調
べ
て
み
ま
し
た

少
年
非
行
・
第
三
の
ピ
ー
ク

高
原
状
態
が
続
く

県
内
の
少
年
非
行
を
、
千
葉
県

警
察
の
統
計
資
料
に
み
る
と
、
六

十
二
年
に
補
導
と
非
行
少
年
は
、

こ
れ
ま
で
で
最
も
多
い
九
千
四
人

に
も
上
り
ま
す
。

昭
和
二
十
五
年
に
第
一
の
ピ
ー

ク
、
三
十
九
年
に
第
二
の
ピ
ー
ク

が
あ
り
、
五
十
八
年
以
降
は
高
原

状
態
が
続
き
、
少
年
非
行
の
第
三

の
ピ
ー
ク
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

補
導
さ
れ
た
少
年
の
う
ち
、
刑

法
に
触
れ
る
行
為
を
し
た
少
年
は

七
千
九
百
六
人
で
、
学
職
別
構
成

で
は
中
学
生
が
全
体
の
三
八
・
七

％
を
占
め
て
お
り
、
少
年
非
行
の

中

宮

占

め
て
い
ま
す
（
別
表
①

お
よ
び
②
参
照
）。

大

半

が
「

初

発
型

非

行
」

刑

法
犯

少
年
の

大
半
を
占
め

る

の

が
、
オ
ー
ト
バ
イ
盗
・
自
転
車

盗

・

万

引

な
ど

の

「

初
発

型

非

行
」
で

、
全
体
の

七
二
・
九
％
に

な
っ
て
い

ま
す
（
別
表
③
）
。

オ
ー
ト
バ
イ
や
自
転
車
を
盗
ん

だ

り

、

万
引

な

ど

は
だ

れ
で

も

ま
だ
の
で

き
る
初

歩
的
な
非
行
で

あ
る
こ
と
か
ら
「
初
発
型

非
行
」
と

呼
ば
れ
、
軽
く
み
ら
れ
が
ち
で
す

が
、
こ

う
し

た
非
行
も
繰
り
返
し

て

い

る
う
ち
に

罪
悪
の

意
識
が
薄

れ
、
次

第
に

重

大

な

犯

罪
へ

と

つ

な
が

っ
て
い
く
危

険
性
を
も
っ

て
い

ま
す

。

増
え
る
女
子
の
性
非
行

昨

年
、

性

非
行

な

ど
で

補

導

さ
れ

た

女
子

少

年
は

三

百

九
十

九

人
で

、
六

十

一

年
と

比
較

し

て

九

十
五
人

（
三

丁

三
％
）

も

増
加

し
て

い
ま
す
。

学
職
別
で

は

、
中
学
・
高
校

生

が
全
体
の
二
六

・
八
％
を
占
め

、

非
行
の
動
機
は
「
自
ら
す
す
ん
で
」
。

「
誘
わ
れ
て
」
な
ど
が
ほ
と
ん
ど

で

、
興
味
本
位
か
ら
く

る
も
の

が

多
く
、
性
の
モ
ラ
ル
と
正
し
い

知

識

を
身
に
つ
け
さ
せ

る
こ
と

が
大

切
に

な
っ
て

い
ま
す
。

依
然
と
続
く

シ
ン
ナ
ー
の
乱
用

シ
ン

ナ
ー
を
乱
用
し
て
検
挙
・

補

導
さ
れ
る
少
年
は

、
毎

年
全
国

で
四
万

人
以
上
、
県
内
で
も
三

千

人
前
後
に
も
上

っ
て
い

ま
す
。

シ
ン
ナ
ー
を
乱
用
す
る
と
、
脳

に
異
常
が
生
じ
、
心
身
の
健
全
な

成
長
が
損
わ
れ
ま
す
し
、
シ
ン
ナ

ー
乱
用
少
年
が
よ
り
強
い
刺
激
を

求
め
て
「
覚
せ
い
剤
」
に
手
を
出

す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

シ
ン
ナ
ー
中
毒
の
恐
ろ
し
さ
を

改
め
て
考
え
直
し
、
シ
ン
ナ
ー
乱

用
を
追
放
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

地
域
と
連
携
し
活
動
す
る

青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー

現
在
、
県
内
で
は
十
五
の
市
が

青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

本
市
に
は
、
「
松
戸
市
少
年
セ

ン
タ
ー
」
が
四
十
二
年
十
月
に
設

け
ら
れ
、
警
察
署
や
学
校
、
地
区

の
関
係
者
と
親
密
な
連
携
を
と
り

な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

セ
ン

タ
ー
の

役
割
は
、
非
行

少
年
な
ど
を
早
期
発
見
・
補
導
す

る
た
め
の
街
頭
補
導
、
各
種
少
年

相
談
の
受
け
付
け
、
少
年
に
有
害

な
環
境
の
浄
化
な
ど
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。

各
セ
ン
タ
ー
と
も
、
地
域
社
会

に
お
け
る
青
少
年
の
非
行
防
止
に

関
係
す
る
各
種
機
関
・
団
体
・
民

間
有
志
な
ど
が
一
丸
と
な
っ
て
参

加
し
て
活
動
を
し
て
お
り
、
六
十

一
年
度
に
は
、
全
セ
ン
タ
人

昇

で
延
べ
五
千
三
百
回
以
上
の
街
頭

補
導
を
実
施
し
、
六
千
四
百
人
を

大
人
は
子
ど
も
の
か
が
み
で
す

市
民
ぐ
る
み
で
健
全
育
成
を

元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
真
夏
の
日
差
し
の
よ
う

に

強
く
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

一
時
、
社
会
問
題
化
さ
れ
た
校

内
暴
力
や
悪
質
な
い
じ
め
が
完
全

に
な
く
な
っ
た
と
は
い
え
ま
せ
ん

し
、
子
ど
も
の
非
行
も
着
実
に
増

え
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

し
か
し
、
非
行
に
走
る
子
ど
も

た
ち
も
、
更
正
で
き
な
い
よ
う
な

悪
質
な
も
の
は
少
な
く
、
初
歩
的

な
誤
ち
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

で
も
、
放
っ
て
お
く
と
と
り
返

し
が
つ
か
な
く
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
初
歩
的
だ
か
ら
こ
そ
、
早

期
発
見
に
よ
り
適
切
な
助
言
や
温

か
い
言
葉
が
か
け
ら
れ
れ
ば
救
う

こ
と
が
可
能
だ
と
い
え
ま
す
。

地

域
ぐ
る
み
で

少
年
の

非
行
化
防
止
活
動

の
輪
を

市
内
で
も
、
子
ど
も
た
ち
を
非

行
か
ら
守
る
た
め
の
活
動
が
各
地

域
で
盛
ん
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
学
校
と
周
辺
の
小
学
校
が
一

つ
に
ま
と
ま
り
、
地
域
の
人
々
と

一
丸
と
な
っ
て
非
行
防
止
の
実
践

活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

各
企
業
の
事
業
所
な
ど
も
、
職

場
内
の
防
犯
対
策
な
ど
を
行
う
だ

け
で
な
く
、
地
域
社
会
や
各
家
庭

内
ま
で
を
含
め
た
少
年
非
行
の
防

止
策
を
老

犬

実
践
し
て
い
ま
す
。

二
十
一
世
紀
を
担
う
子
ど
も
だ

も
の
、
元
気
で
明
る
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
健
や
か
に
伸
ば
す
た
め
に
、

家
庭
・
地
域
・
市
民
ぐ
る
み
で
子

ど
も
だ
も
の
成
長
を
見
守
り
、
育

て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
た
ち
に
　

愛
の
ひ
と
声
を

公

園
や
道
路
な
ど
の
清
掃
を

し
て
い

た
り

、
幼
児
や
老
人

な
ど
を
い
た

わ
っ
て

い
る
少

年
の
善
行
な
ど
に
は

、
「
え

ら
い
ね
」
と
か
「

ご
苦
労
さ

ん
」
な
ど
の
励

ま
し

や
ね
ぎ

ら
い

の
言
葉
を

タ
バ
コ
ー
パ
チ
ン
コ
・
夜
遊

び
な
ど
の
、
よ

く
な
い
こ
と

を
し
て
い

る
少
年
に
は
、「
そ

ん
な
こ
と

は
や
め
な
さ
い
」

と

が
「
早
く
帰
り
な

さ
い
」
な

ど
の

注
意
の
言
葉

を

あ
ぶ

な
い
遊

び
や
悪
質
な
イ

タ
ズ
ラ

を
し
て
い

る
子
ど
も

に

は
、「
危
な
い
か

ら
や
め

な

さ
い

」

と

が
「
い

た
ず

ら

は
い

け
な
い

よ
」
な
ど
の
注

意
の

言
葉
を

こ

う
し

た
ひ

と
声
を
か
け
る

こ
と
に
よ

っ
て

、
少
年
は
正

し
い
日

常
生
活
の

ル
ー
ル
を

覚
え
、
公
徳
心
を
高
め
る
こ

と
が
で
き

ま
す

。

市
民

ぐ
る
み
で

、
子
ど
も

た
ち
に
思
い
や
り
の

一
声
運

動
を
広
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

電話相談

千
葉
県
警
察
本

部
「
ヤ
ン

グ
テ
レ
ホ
ン
セ
ン

タ
ー
」

｛
1
0
4
7
2

－
2
5
1
7
8
6
7

番

松
戸
市
少
年
セ
ン
タ
ー
「
青
少
年
電
話
相
談
」

四
6
3－
7
8
6
7

番

子どもたちの健やかな成長は市民の願いです(根木内小で)

票1学職別構成比

表②刑法に触れる行為をした少年の
補 導人回り推移

表③罪種別構成比

愛
の
手
で
築
く

非
行
の
な
い
社
会

花
火
は
正
し
く
安
全
に

遊
び
ま
し
ょ
う

子
供
た
ち
に
と

っ
て

、
夏
の

身

近
な
「
お
も
ち

や
」
と
し
て
花
火
か

お
り
ま
す

が
、
最
も
安
全
と
い

わ

れ

る
線
香

花
火
で

も
火
の
玉

の
温

度
は
約
八
百

度
以
上
に

な
り
ま
す

扱
い

方
に

よ
っ
て

は
、
火
災
の

原
因
に

な
る
ほ
か

、
衣
服
等
に
火

が
燃
え
移
る
と
ヤ
ケ
ド
な
ど
の
事

故
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

花
火
で

遊
ぶ
と
き
に
は
、
注

意

書
を
よ
く
読
ん
で
、
水
を
用
意
し

て

大
人
言

緒
に
楽
し
み

ま
し

。

▽
詳
細
…
消
防
局
救

急
防
災
課

容

6
3－
1
1
1
1

内
線
り
／
‘↑
⊥
４

番

国民年金保養センター

利用補助券の交付

対象…国民年金の被保険者お

よび受給権者

補助金額…500円(宿泊利用者

１人一泊１枚)

補助券の枚数に制限がありま

すので、利用者が決まったら

早めに申し込んで下さい。

申込み…ハガキに、利用者側

個について国民年金の記号番

号・住所・氏名 一利用施設名

･利用年月日を明記し、〒260

-91千葉市市場町１－１ 千葉

県社会部国民年金課内(財)平

面県国民年金福祉|嶌会(no4

72―23―2382番)へ

巡回経営・融沓相談

日時…８月３日(水)午前10時

30分～午後３時30分

会場…小金原市民センター

内容…経営および融資全般

相談者…中小企業経営コンサ

ルタント・商工課融資係

費用…無料

詳細…商工課振興係

新松戸市民まつり

日時 …７月23 日（土 ）･24日（ 日）

午前10 時 ～午後 ９時

会場…新松戸けやき通りの「ゆ

りの木通り」交差点から「夾竹

桃通り」交差点 までの全長500

m の 間

詳細…新松戸市民まつり実行

委員会・大井登41-6294番

こまめなクリーンで

きれいなまつど

国民金融公庫中元融資

貸付限度額…3,500万円

貸付期間…運転資金は５年以

内、設備資金は10年以内

内容により、さらに長期の返

済もできます。

貸付金利…年5.5％（固定金

利

詳細…国民金融公庫松戸支店

367 ―1191番

常盤平ふれあい広場

イベント参加者を募集

期日‥･８月７日（日）

会場･‥常盤平駅前けやき通り

募集内容…出店、パレードな

ど（団体、企業、サークルな

どだれでも参加できます）

申込み…電話で常盤平ふれあ

い広場実行委員会・前田登88

―9367番へ

再生自転車を販売

受付日時…７月29日(金)～30

日(土)午前９時～午後３時(土

曜日は午前11時まで)

抽選・販売…７月30日(土) 午

前11時から

会場･･･生きがい福祉センター

(金ヶ作277― 4 )

台数…60台( １台4,000 円～

10,000円)

交通…五香駅東口から新京成

バス「小新山行き」で、新栄

町入口下車（五香駅午前９時

19分 ・48 分 、10時17 分発があ

ります）。抽選日当日（30 日）

は、五 香駅東口午前10 時 発の

事業団マイクロバスが運行し

ます。

駐車場がありませんので、車

での来場はご遠慮下さい。

詳細…生きがい福祉事業団昔

84―3191 番

障害者に理解を　心のふれあいを大切に

毎
月
勤
労
統
計
調
査
に

ご
協
力
を

県
で
は
、
七
月
三
十
一
日
現
在

で
常
用
労
働
者
一
人
上

下

九
人

の
事
業
所
を
対
象
に
、
毎
月
勤
労

統
計
調
査
特
別
調
査
を
実
施
し
ま

す
。

八
月
中
に
調
査

員
が
訪
問
し
ま

す
の
で
、
調
査
に

ご
協
力
下

さ
い
。

▽
詳
細
・
・・
県
庁
統

計
翼
1
0
4
7

2
－
2
3
－
2
2
3
1

番

寄
付
を
求
め
る
訪
問
が

あ
っ
た
時
は
必
ず
確
認
を
／

本
市
で
は
、
市
内
で
寄
付
な
ど

の
募
金
活
動
を
行
う
場
合
に
は
、

寄
付
募
集
従
事
者
は
、
市
で
発
行

し
た
許
可
書
の
写
し
を
携
帯
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
寄
付

を
お
願
い
し
ま
す
」
と
家

庭
に

訪

問
が
あ

っ
た
時
は
、
こ

の

許
可
書

の
写
し
を
携

帯
し
て
い

る

か
必
ず

確
認
し
て

下
さ
い
。

マ

詳
細
・・
・
総
務
部
庶
務
課
庶
務

係



花
と
緑

庭
木

の
手
入

れ
と
増
や
し
方

（

ム
ク
ゲ

ー
フ
ョ
ウ
）

ム
ク
ゲ
、
フ
ヨ
ウ
は

と
も
に

ア
オ
イ
科
の
落
葉
低
木
で

、
ひ

と
つ
の
花
の
寿
命
は
一
～
二
日

と
短
い

の
で
す
が
、
七
月
か
ら

九
月
ま
で
長
く
咲
き
続
け
ま
す
。

種

類

（
ム
ク
ゲ
一
重
咲
、
八
重
咲
、

紋
咲
。
色
は
白
、
桃
、

紫
、
白

底
紅

（
フ
ヨ
ウ
一
重
咲
、
八
重
咲
、

半
八

重
咲
。
色
は
白
、

桃

（
ス
イ
フ
ヨ
ウ
）
八
重

咲
で

、

咲
き
始
め
が
白
く
、
夕

方
に
は

紅
色
に
変
わ
り
ま
す

。

育

て

方

植
え
付
け
は
落
葉
期
に

行
い

ま
す
。

（
剪
定
・
刈
込

）
落
葉

期
に

、

枝
の
伸
び
た
も
の
に
行
い
ま
す
。

方
法
は

、
全
体
の

樹
冠
を
決
め

て

伸
び
す
ぎ
た
枝
を
切
り
、
込

み
す
ぎ
た
枝
は
間
引
き
ま
す
。

フ

ヨ
ウ
は
、
関
東
以

北
で
は

地
上

部
の
枝
が
寒
害
の
た
め
に

枯
れ
や

す
い
の
で

、
元
か
ら
十

二
十
㌢
く
ら
い
残
し
て
切
り

戻
し

ま
す
。

ふ

や

し

方
（

挿

し

木

）

（
ム
ワ

ゲ
）
落
葉
期
の
三
月
上

旬

ご
ろ

と
成
長
期
の
新
芽
の
か

た
ま
っ
た
七
月
ご
ろ
に
、
枝
を

十
㌢
く
ら
い
に
切
り
、
鹿
沼
土

・
赤
玉

土
な
ど
に
挿
に
ま

す
。

夏

挿
し

は
日

除
け
を
し
て
、
挿

し

穗
の

し
お
れ
を
防
ぐ
と
、
四

十
日
ほ

ど
で

発
根
し
ま
す
。

移
植
は
、
落
葉
期
の
十
一
月

か
三
月
上
旬
に
行
い
ま
す
。
鉢

植
え
も
同
様
で
す
。

（
フ
ヨ
ウ
）
上

月
に
枝
か
二

㍍
く
ら
い
に
切
り
、
土
中
で
越

冬
さ
せ
、
三
月
上
旬
に
こ
れ
を

十
五
㌢
く
ら
い
に
切
っ
て
、
ム

ク
ゲ
と
同
じ
万
法
で
挿
し
木
し

ま
す
。害

虫

と

防

除

オ
オ
ア
カ
キ
リ
バ
、
ワ
タ
ア

ブ
ラ

ム
シ
、
ワ
タ
ノ
メ
イ

ガ
（
俗

称
ハ
マ
キ
ム
シ
）
な
ど
が
多
く

つ

き
ま
す
。

い

ず
れ
も
殺
虫
剤
、
ス
ミ
チ

オ
ン

、
カ
ル
ホ
ス
な
ど
の
乳

剤

を

散
布
し
ま
す
。

▽
詳
細
・
二
公
園
緑
地
課
緑
化
係

ムクゲの花

プリベイドカード
生
活
の
知
恵本格的な普及をむか

えて
代
金
前
払
い
式
の
力
－

ド
を
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
と
い
い

ま
す
。
既
に
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
や
オ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド
な
ど
で

お
な
じ
み
の
も
の
と
な
つ
て
い
ま
す
が
、
今
後
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
の
普
及
が
予
想
さ
れ
、
消
費
者
と
し
て
も
、
上
手
な

対
応
が
必
要
と
な
り
そ
う
で
す
。

自
分
に
と
っ
て
の
必
要
性
を
考
え
て

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
は
、
①
小

銭
を
持
ち
歩
か
な
く
て
済
む
②
支

払
い
時
の
処
理
時
間
が
短
か
い
③

携
帯
し
や
す
い
な
ど
、
利
用
者
に

と

っ
て

確
か

に
便
利
な
も
の
で

す
。

し
か
し
、
代
金
を
前
払
い
し
て

ま
で
こ

う
し

た
便
利
き
が
必
要
か

ど
う
か
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な

る
は
ず
で
す
。
カ
ー
ド
を
使
っ
て

支
払
う
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
利
用
頻

度
や
、
代
金
前
払
い
の
見
返
り
と

し
て
割
り
引
き
が
あ
る
か
な
ど
、

良
で
検
討
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

使
用
途
中
で
破
損
し
た
ら

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー

ド
は

、
折
り

曲
げ
た
り
、
磁
気
に
近
づ
け
た
り

す
る
と
、
使
用
不
能
に
な

る
こ

と

が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
場
合

の

扱
い

を
、
主
な
カ
ー

ド
発
行
会

社

に

尋
ね
て
み

ま
し
た
。

☆
テ
レ

ホ
ン

カ
ー
ド
…
最
寄
り

の

電
話
局
に

破
損
し
た

カ
ー
ド
を

持

参
し

、
使
用
し
た
度
数
分
の
金

額

を
負
担
す
れ
ば
、
破
損
カ
ー
ド
と

同
一
度
数
の
カ
ー
ド
と
交
換
し
て

も
ら
え
る
（
フ
リ

ー
デ
ザ
イ
ン

カ

ー
ド
は

除
く
）
。

☆
オ
レ
ン

ジ
カ
ー
ド
＝
・
故

意
に

破

損
し

た
場
合
な
ど
広

言

、
破
損

カ
ー
ド
の
残
度
数
と
同
一
度
数
の

カ
ー
ド
を
作
成
し
て
交
換
し
て

も

ら
え
る
。
窓
口
は
最
寄
り
駅
だ

が

交
換
に

若
干
日
数
が
か
か

る
。
手

数
料
は
不
要
。

☆
メ
ト
ロ
カ
ー
ド
・
：
オ
レ
ン

ジ
カ

ー
ド
と
ほ
ぼ
同
じ
。

☆
ハ

イ
ウ
ェ

ー
カ
ー
ド
＝
・
料

金
所

で
破
損
カ
ー
ド
の
残
度
数
と
同
一

度
数
の

カ
ー
ド
と
交
換
し
て

も
ら

え
る
。
一
回
に
つ
き
百
円
の

手
数

料
が
か
か
る
。

現
実
に
は
、

カ
ー
ド
が

読
み
取

り
不
能
に
な
る
ケ
ー
ス
は
あ
ま
り

な
い
よ
う
で
す
し
、
そ
う
し
た
際

に
も
、
現
在
発
行
さ
れ
て
い

る
カ

ー
ド
は
交
換
し
て

も
ら
え

る
よ

フ

で

す
。
し
か
し
、
今
後
広

く
普
及

し
た
場
合
、
発
行
会
社
に
よ

り
扱

い
が
異
な
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

共
通
の
ル

ー
ル
作
り
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
（
な
お
、
交
換

手
続
き
の
詳
細
は
、

各
発
行
会
社

に
直
接
お
尋
ね

く
だ
さ
い
）
。

消
費
者
保
護
に

十
分
な
配
慮
を

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
に
は
、
消
費

者
と
し
て

心
配

な
点
も
あ
り
ま
す
。

例
え

ば
、
カ
ー

ド
を

発
行
す
る

企

業
が
増
え
る
と
、
悪
質

業
者
が

ま
ぎ
れ
こ
み
、
カ
ー

ド
代

金
に

見

合
っ
た
経
済
的
利
益
の

提
供
を
行

わ
な
い

な
ど
の
ケ
ー
ス

も
起
こ
り

得
ま
す
。

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー

ド
の
よ

つ
に

代
金
を
前
払
い
す
る

も
の
に

、
前

払
式
割
賦
販
売
や
前

払
式
特
定
取

引

（
互

助
会
な
ど
）
が

あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ら
に
は
消

費
者
保
護
の

た
め

、
許
可
制
度
や

保
証
金
供
託

制
度
が
設
け
ら
れ

て
い

ま
す
。

プ
リ
ペ
イ
ド
カ

ー
ド
に
つ

い
て

も
、
消
費
者
が
安
心
し
て

使
え
る

も
の
に
な
る
よ
う
、
法
律
面
で
の

整
備
が
望
ま
れ
ま
す

。

▽
詳
細
・
＝
消
費
生
活

課
消
費
生
活

係

テレホンカード専用電話器

ハ

イ

こ

ち

ら

内

線

6

0

0

番

まちの話題をお知らせ下さい。

世界にはばたく松戸っ子

フレッシュ外交官 市長を表敬訪問

松戸で生まれ育ち、同期で外務

省に入省した二人の若者が、同時

に海外赴任が決まり、市長に報告

を兼ねた表敬訪問をしました。

市長と の懇 談を終えて、数日

後、本清さんはスペインへ、吉田さ

んは中国へとそれぞれ赴任先の大

使館へ元気に出発しました。

二人は、日本と外国との文化の

橋渡しをしたいと、若い情熱で瞳

を輝かせていました。

国際社会が到来し、松戸つ子た

ちの目も世界を向いています。

市長と語る本清さんと吉田さん

大
学
生
の
と
き
が
ら
中
国
語

を
勉
強
し
て
い
ま
す
が
、
中
国

に
行
っ
た
こ
と
が

な
い
の

で
早

く
行
き
た
い
で

す
ね
。

自
分
の
目
で
実

際
に
見

て
み
な
い
と
分

ら
な
い
こ

と
が

多
い
で
す
か

ら
。

早

く
重
要

な
会

議
の

通

訳
が
で

き
る
よ

う
に
な
り

た
い
と
思
い

ま
す
。

ス
ペ
イ
ン
に
行
く
の
は
今
回

が
初
め
て
で
す
。

か
つ

て
世
界
に
冠
た

る

大
国
と
し
て
栄
え
た
ス
ペ

イ
ン

の
す
ば
ら
し
い
文

化

を
日
本
に
紹
介
す

る
な
ど

両
国
の
物
心
両
面

に
わ
た

る
交
流
に
力

を
そ
そ
げ
れ

ば
と
思
い

ま
す
。

牧
の
原
吉
田

智
久
美
さ
ん

中
和
倉本
清

耕

造
さ
ん

き
れ
い
な

水
は
家
庭

か
ら

ゴ
ミ
の
投
げ
捨
て

オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス

の
ゴ
ミ
収
集

市
で
は
、
市
内
河
川
の

七
力

所
に
オ
イ
ル
フ

ェ
ン
ス

と
い

う

帯
状
の
フ

ロ
ー
ト
を

常
設
し
て

、

工
場
な
ど
か
ら
の
油
類
の
流
出

事
故
に
よ

る
水
の
汚
染

を
防
い

で

い
ま
す
が
、
こ
の

オ
イ
ル
フ

ェ
ン
ス
に
は
油
よ
り

も
ゴ
ミ

が

た
ま

っ
て

し
ま
い
、
そ
の

た
め

市
で
は
四
十
六
年
度
か
ら
週
に

二

回
、
定
期
的
に
た
ま

っ
た

ゴ

ミ

を
取
り
除
い
て

い
ま
す

。

こ
の

ゴ
ミ
の
収
集
量
は
、
六

大

年
度
が
七
万

五
千
八
百
二

十
㌔
㌘
六
十
二
年
度
で
は
七

万
八
千
六
百
五
十
五
㌔
㌘
に
も

な

っ
て
い

ま
す
。

こ
の
ゴ
ミ
の
量
を

想
像
で
き
ま
す
か
？

オ
イ
ル
フ

ェ
ン
ス

と
い

う
の

は
川
に
浮

か
べ
て

あ
り
ま
す
か

ら
、
そ
れ
に
引

っ
か
か
る
の
は
、

み
ん
な
水
に
浮
く

ゴ
ミ
で

す
。

た
っ
た
一
㌔
㌘
で
も
と
て
も

多
量
に
映
り
ま
す
。
一
㌔
㌘
の

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
や
ビ
ニ
ー
ル

袋
を
想
像
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
量
の
八
万
倍
近
い
量
が
、
川

に
捨
て
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

ゴ

ミ

は
ど
こ
か
ら
・：

回
収
さ
れ
る
ゴ
ミ
は

、
ビ
ニ

ー
ル

袋
に
入

っ
て
い

る
も
の

、

紙
袋
に
入
っ
て

い

る
も
の

、
ボ

ー
ル

、
空
缶
、
木
材
な

ど
種
々

雑

多
で

す
。
ま
た
中
に
は
動

物

の
死

骸
や
、
ふ
す
ま
、
障
子

な

ど
の

大
き
な
物
も
あ
り
ま
す

。

通
勤
途
中
や
、
夜
間
に
投

げ

捨
て
る
人
、
川
の
近
く
で
物
を

燃
や
し
て

そ
の
残
骸
か
捨
て

る

人
、
そ
ん
な
心
な
い
人
の
投
げ

こ
む
ゴ
ミ
も
あ
り
ま
す
。

私
た
ち

一
人
ひ

と
り
が
、
川

に
ゴ
ミ
を
投

げ
捨
て

た
り
、
汚

物
を
流

さ
な
い
よ

う
細
か
い
気

配
り
を
し
、
私
た
ち
が
望
む
ぶ

れ
い
な
川
と
親
し
め
る
水
辺

を
取
り
戻
し
た
い
も
の
で
す
。

（
公

害
課
）

オイルフェンスにたまるゴミ



松

戸

新

田

芦
田
孝
夫
さ
ん

さ
つ

き
の

魅
力
は
…
「
小
さ

な
生

命
な
の
に

、
人
に
喜

び
や

、

希
望
を

与
え
て

く
れ
ま
す
」

間
・
髪
な
く
答
え
て
く
れ
た

言
葉
だ
。

芦
田
孝
夫
さ
ん
は
、
六
月
に

開
催

さ
れ

た
、
サ
ツ
キ
展

谷

本
皐
月

協
会
松
戸
支
部
主
催
）

で
見

事
県
知
事
賞
を
受
賞
し
た
。

芦
田

さ
ん
の
さ
つ
き
歴
は
二

十

年
。
ち

ょ
う
ど
園
芸
栽
培
に

切
り

替
え
た
頃
で

も
あ

っ
た

。

シ
ク
ラ
メ
ン
、
ア

ザ
リ
ア
を

中

心
に

今
も
栽
培
し
て
い

る
。

元

来
が
花

好
き

な
せ
い

か
、

友
だ
ち
の
勧
め
も
あ
り
、
す
ぐ

に

さ
つ
き
に

興
味
を
覚
え
た
。

当
時
、
花
の

鑑
賞
が
主
流
だ

っ
た
「
山
の
花
・
好
月
・
一
生
の

春
」
と
い

っ
た
種
類
の

さ
つ
き

を
手
掛
け

る
。

花
に
囲
ま
れ
た
二
十
年
の
歳

月
、
戸
田
さ
ん

自
身
、
徐
々
に

変
っ
て
き
た
。

花
を
見
る
心
、

や
さ
し
さ
で

あ
る
。
毎
年
成
長
を

楽
し
み
な
が
ら

手
掛
け
る
さ
つ

き
に
は
、
愛
情

が
移
っ
て
く
る
。

ま
る
で
息
子
の

よ
う
に
。

今
回
受
賞
し

た
作
品
は
、「
栄

冠
」
と
い
う
種

類
、
樹
形
を
見

せ
る
さ
つ
き
で

あ
る
。
樹
齢
五
十
年

の

名

木
で

、

五

年

間

手

塩

に

か

け

て

作

り

あ

げ

た

。

「

こ

の

栄

冠

は

花

を

見

せ

る

の

で

は

な

く

、
形

、
姿

を
見

せ

る

。

ん
で

す

。

毎

年

剪

定

し

自

然

を

ベ

ー

ス

に

し

た

形

を

つ

く

る

の

に

苦

労

し

ま

し

た

い

だ

か

ら

、

受

賞

の

喜

び
は

ひ

と

し

お

だ

。

今
さ
つ
き
は
、
花
も
鑑
賞
す

る

が

盆

栽

樹

形

へ

と

変
化

し

つ

つ

あ

る

。

芦

田

さ

ん

は

「
盆

栽

と

い

う

枠

の

中

で

、

大

自

然

の

姿

を

さ

つ

き

の

中

に

見

い

出
せ

れ

ば

」

と

や

さ

し

い

瞳

を

輝

や

か
せ

な

が

ら

語

っ
て

い

る

。

サツキは人生の友

県知事賞を受賞

健康ガイド

三 歳 児 健 康 診 査

63年度の三歳児健康診査を行います。対象者全員には「三歳児健

康調査票」を発送しています。未返送の人は至急返送して下さい。

c〉対象…60年１月１日～４月30日に生まれた幼児

濃今回対象者で、63年４月15日以降に転入した人や用紙の届かない

人はハガキに、住所・保護者氏名・幼児氏名・生年月日・電話番

号・転入年月日を記入して 〒271松戸市小根本７松戸保健所三歳

児健診係へ

詳細…松戸保健所Q61-2121 番

難 病 相 談

対象疾病…①重症筋無力症・スモン病等

②小児ガン・小児性腎臓病・ぜんそく等

日時…①７月28日(木)午後１時30分～４時②８月２日(火)午前９

時30分～11時

申込み…電話で①は７月26日(火)②は７月30日(土)までに松戸保

健所予防課または保健指導課S61-2121 番へ

愛 の 献 血

日 時 場 所 時 間 主 催

7/21
(木)
西友
常盤平店前

午前10 時

Ｓ

午 後４ 時

健康づくりブルーフ
｢円・さわやか｣

23
(士)
上本郷駅前 上 本 郷 商 店 会

24
(日)
伊 勢 丹
松 戸 店 前

松戸ラィォンズ

ク ラ ブ

30
(土)

J R
松戸駅東口

松 戸 市

不

用

品

交

換

情

報

Ｏ
今
回
掲
載
分
の
紹
介

申

込
方

法
…
締
め
切
り
は
、
七

月
二
十
五
日
（
当
日

消
印
有
効
）

①
希
望
品
名
②
住
所
③
氏
名
凪

電
話
番
号
（
昼
間
の

連
絡
先
）
か

ハ
ガ
キ
に
明
記
。
ハ
ガ
キ
一
枚

に

品
名
一
点
の
み

相
手
の
紹
介
・
＝
月
末
に
抽

選
か

行
い
、
当
選
者
だ
け
に
電
話
連

絡
し
ま
す
。
紹
介
後
は
自
主
交

渉
と
な
り
ま
す
。

申
込
先
＝
・
〒
二
七
一
松
戸
市
根

本
三
八
七
－

五

松
戸
市

役
所
消

費
生
活
課譲

り
ま
す

【
家

具
類

】
◆

和
洋
家
具
三
点
セ

ッ
ト

各
二
千
円
◆

デ
コ
ラ
の

テ
ー

ブ
ル
木
製
）
二
千
円
◆
セ
ミ
ダ
ブ

ブ
ル
ベ
ッ
ド
無
料

【
電
気
製
品
類
】
◆
布
団
乾
燥
機

五
千
円
◆
冷
風
機
五
千
円
◆
イ
ス

式
電
動
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
二
千
円
◆

石

油
温
風
ヒ

ー
タ
ー
二
千
円
◆
洗

濯
機
無
料

【
子
供
用
品
類
一

◆
籐

製
ロ
ー
チ

ェ
ア
五
千
円
◆
幼
児
乗

物
バ
イ

ク

七
百
円
◆
マ
マ
コ
ー
ト
（
夏
物
千

五
百
円
◆
マ
マ
コ

ー
ト

（
冬
物
ジ

ャ
ン
パ
ー
式
）
五
千
円
◆

幼
児
用

食
堂
イ
ス
千
円
◆

ベ
ビ
ー
カ
ー
無

料
・
二
千
円
◆
双
子
用
べ
ビ
ー
力

ー
五
千
円
◆
歩
行
器
三
千
円
◆
カ

タ

カ
タ
無
料
◆
お
ん

ぶ
ひ

も
無
料

◆
コ
ン
ビ
ラ
ッ
ク
三
千
円
φ
お
ま

る
無
料
◆
幼
児
用

イ
ス

五
百

円
◆

ベ
ビ
ー
ス
ケ

ー
ル
千
円

◆
ベ
ビ
ー

バ
ス
五
百
円
◆

マ
マ
コ
ー
ト
千
円

【
ス

ポ
ー
ツ

・
楽
器
類
】
◆
テ
ン

ト
ハ

千
円
◆

ピ
ア

ノ
十
万

円
◆
屋

内
健
康

運
動

器
具
無
料

【
日
用

雑
貨
類
一

◆
暗
記
術
一
式

（
本
と
カ
セ
ッ
卜
）
七
千
円
◆
ガ
ス

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
五
千
円
◆
ア
イ

ス

ジ
ャ
ー
千
円
◆
和
文
タ
イ

プ
ラ

イ

タ
ー
ハ

千
円
◆
ス
チ

ー
ル

棚
千

円
◆

組
立
式
収
納
箱
二
千
円
◆

桐

衣

装
箱
五
千
円

Ｏ

次
回
掲
載
分
の
申
し

込
み

譲
り
た
い
人
は
、
品

物
の

詳
細

を
電
話
で
申
し
込
ん
で
下

さ
い

。

無
料
か
ら
一
万
円
ま
で
の
価
格
を

希
望
し
ま
す
。

原
則
と
し
て
、
衣

料
品

・
食
料

品
・
自
転
車
・
自
動

車
は
扱
い
ま

せ

ん
。
八
月
二
十
日

号
に

掲
載
し

ま
す

マ
申
込
期
間
…
七

月

二

十

五

日

月

）
ま
で

申
込
先
＝
・
消
費

生
活

課
消
費
生

活
係

施
設
あ
ん

な
い

松

戸

運

動

公

園

市

民

プ

ー

ル

運
動
公

園
プ
ー
ル

は
、
総
合
運
動

公

園
の
水

泳
施
設
と
し
て

昭
和
四

十

六

年
に
完

成
し
ま
し

た
。

五
十
㍍
プ
ー
ル
と
子
ど
も
用
プ
ー

ル
か
お
り

、
い
つ

も
子
ど
も
た
ち
の

声
で
に

ぎ
わ
っ
て

い
ま
す
。

開
放
期
間
…
七
月
一
日
（
金
了

八

月
三

十
一
日
（
水
）
〔
七
月
四
日
・

十
一
日
・
十
八
日
、
八
月
三
日
・

四
日
を
除
く
〕
の
午
前
九
時
～
午

後
六
時
三
十
分

気
象
条
件
等
に
よ
り
時
間
帯
を
変

更
す

る
こ

と
か
あ
り
ま
す
。

入
場
料
（
二
時
間
高
校
生
以
上

二
百
円

、
三

歳
～
中
学
生
五
十
円

交
通
・
＝
北

松
戸

駅
か
ら
県
立
松
戸

高
校
行
き

バ
ス
「
運
動
公

園
」
下

車

詳
細
・：
市
民
ス

ポ

ー
ツ
セ
ン
タ

ー

｛
一一
6
3
1
9
2
4
1

番

常

盤

平

阿

部

裕

介

く
ん

小
四
一

健

二

さ
ん

渡

辺

隆

幸

く
ん

（
小
四
）

こ
の
フ
ー
ル
に
泳
ぎ
に
来
た

の
は
今
日
が
初
め
て
で
す
。
近

所
の
お
友
だ
ち
一
緒
に
お
父

さ
ん
に
連
れ
て
き
て
も
ら
い
ま
し
た
。

い
つ
も
は
学
校
の
プ
ー
ル
で
泳
い
で
い
ま
す
が
、
あ
ん

ま
り
う
ま
く
泳
げ
な
い
の
で
、
今
年
の
夏
は
た
く
さ
ん
泳

い
で
う
ま
く
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
な
た
の

健
康

ス
ポ
ー
ツ
は
一
部
の
選
手
の
た

め
の
も
の
か
ら
、
最
近
で
は
広
く

一
般
市
民
の
も
の
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
伴
う
様

々
な
障
害
も
発
生
し
て
き
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、
発
生
過
程
に
よ

り
大
き
く
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

一
つ
は
、
サ
ッ
力
ー
ラ
グ
ビ

ー
に
よ
る
膝
・
足
関
節
の
捻
挫
、

ス
キ
ー
に
よ
る
下
腿
骨
骨
折
、
野

球
の
つ
き
指
の
よ
う
に
外
傷
性

の
も
の
で
あ
り
、
明
ら
か
な
単
発

性
の
外
力
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の

で

、
そ
の
他
に
靭

帯

損
傷
、

け
ん
た
っ
き
ゅ
う

腱
断
裂
、
脱
臼
等
が
あ
り

ま
す
。

も
う
ひ

と
つ

は
、
野
球

肘
・
ラ
ン

ニ
ン
グ
に
よ
る

膝
関
節
痛
の
よ
う
に
慢

性
の
障
害
で

れ
自
体

一
回
の
外

力
と
し

て
は
問
題
に
な
ら

な
い

が
、

微
小
外

力
で

も
反

復
す
る

こ
と
に
よ

り
障
害
を
生
む

場

合
で

す
。
多
く
は
、
腰

痛
、
関
節
痛
、
腰
痛
等
、

慢
性

疼
痛
性
疾
患
と
し
て

表
れ
て

き
ま
す
。

急
性
外
傷
と
し
て
は
捻

挫
、
あ
る
い
は
筋
腱
の
損

傷
が
あ
り
ま
す

。
捻
挫
は

膝

・

足

・

肘

関
節
に
多
発
し

ま

す

。
膝
で
は

関
節
血
症

（
関
節
内

の

出
血

）
の

有
無
、
そ
の
他
の
関

節
で

も
動
揺
性
の
有
無
が
重
症
度

の
目
安
と
な
り
ま
す
。
治
療
と
し

て
は
、
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
が
最
も
大
切
で

す
。

Ｒ
は

Ｒ
ｅ
ｓ
ｔ

で

固
定
、
Ｉ

は
Ｉ
ｃ
ｅ
で
冷
や
す
、
Ｃ
が
C
o

m
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
で
圧
迫
、
Ｅ
は

Ｅ
ｌ
ｅ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
o
n
で
損
傷
部
を
心
臓

よ
り
高
く
し
て
お
く
の
が
基
本
と

な
り

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
選
手
で
、

で
き

る
だ
け

早
く
試
合
に
出
た
い

場
合
に
は
、
テ

ー
ピ
ン

グ
は
か

な

り
効

果
を
発
揮
し
ま
す
。

ま
た
、
損
傷
さ
れ
た
組
織
が
修

復
さ
れ
た
時
点
で
い
も
早
く
ス

ト

レ

ッ
チ

ン
グ
を
し
ま
す
。

治
療
の
ポ
イ
ン
ト
は
初
期

に
は

Ｒ
ｌ
Ｃ
Ｅ
、
後
期
に
は
テ
ー
ピ
ン
ク

と
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
、
そ
の
辺
に

要
約

さ
れ
ま
す
。

慢

性
障
害
と
し
て

は
、
成
長
期

の
野

球
肘
、
中
高
年
期
の
ラ
ン
ニ

ン

グ
障
害
が
よ
く
問
題
に
な
り
ま

す
が
、
こ
れ
ら
は
患
部
の
使
い
過

ぎ
（
o
v
e
r
 
u
s
e
）
と
考
え
ら
れ

ま

す
。

ラ
ン
ニ
ン

グ
障
害
に

は

膝
蓋
軟
骨
軟
化

症
・
膝
蓋

靭
帯
炎
・
腸
頚
靭
帯
炎
・

ア
キ
レ
ス
腱
炎
・
足
底
腱

膜

炎
等
か

お
り
ま
す
が
、

こ

れ
ら
は
下
肢
の
異
常

。

（
〇

脚
Ｘ

脚
）
や
、
扁
平

足
等
の
先
天
性
の
変
化
の

あ
る
人
や
、
大
腿
四
頭

筋

・
下
腿
三
頭

筋
等
の

筋
肉

が
硬
い
人
に
表

れ
る
こ

と

が
多
い
よ
う
で
す
。
使
い

過

ぎ
で

す
か
ら
当
然
走
行

距
離
が
相
関
し
て

き
ま
す

ラ
ン

ニ
ン

グ
中
毒
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
ス
ピ
ー
ド

・
量
の
急
激
な

変
化
は
避

け
、
三
日
に
一
日
は

積
極
的
休
養

日

を
作
り
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
以
外
の

ス

ポ
ー
ツ
や
、
筋
力
強
化

を
行
い

ラ
ン

ニ
ン
グ
の
前
後
に
は

十
分
な

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
と
筋
肉
（
特

に
屈
筋
群
）
の
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
ク

を
行
う
こ
と

が
予

防
に
つ
な

が
り

ま
す

。
健
康
づ
く
り
の

た
め

の
ラ

ン

ニ
グ
も
結
構
で

す

が
、
ス

ポ
ー

ツ
障
害
を
十
分
に
理

解
し
、
尚
か

つ

予
防
し
得

る
こ
と

が
一
番
望
ま

し
い
か
と
思

わ
れ
ま
す

。

（
松
戸

市
医
師
会
）

スポーツによる骨・関節の障害



もよ

おし

もの

スポ

ーツ

おしらせ

市役所(66)1111#常盤平支所(87)2131

小金支所(41)5101#小金原支所(44)4151

六実支所(85)0113#馬橋支所(45)2131

新松戸支所(43)5111 ･矢切支所(62)3181

東部支所(92)3061

夏休み親子せせらぎ教室

日時…８月５日(金)午前９時

までに市役所正面玄関前集合

小雨決行・荒天中止

対象…市内小学生以上の親子

費用…１人1,000円

公害課内の江戸川を守る会へ

直接持参して下さい。なお。

当日不参加でも、お返しでき

ません。

内容…大型バスで江戸川区の

親水公園を見学後、江戸川で

稚魚の放流

定員…80人( 先着順)

持ち物…昼食・水筒・水着 。

ビーチサンダル・レジャーシ

ート

申込み…電話で､7月21日(木)

午前８時30分から25日(月)午

後５時までに江戸川を守る会

松戸支部事務局(公害課内)へ

16㍉映写機操作技術講習会

日時…８月24日(水)･25日(木)

午前９時30分～午後６時

会場…青少年会館

定員…各25人( 応募多数の場

合は抽選)

費用…無料

対象…16歳以上の市民

申込み…７月30日(土)までに

往復ハガキに希望日・住所・

氏名 一年齢・電話番号を明記

して、〒271松戸市根本387

5 松戸市教育委員会社会教育

課市民文化係へ

映写会「暖流」

日時…７月27日(水)午後１時

会場…東部老人福祉センター

対象…市内在住の60歳以上の

人

主演…岩下志麻

詳細…東部老人福祉センター

2592―3701番

）くし養護学校｢納涼大会｣

日時…８月１日(月)午後４時

30分～７時

会場…県立松戸つくし養護学

校校庭(雨天の場合は体育館)

内容…みんなのお楽しみ・出

店・仮装コンテストなど

詳細…県立松戸つくし養護学

校385 ―1632番

白ばら・夏休み親子映画会

日時…７月24 日（日）午前９時

15分 、午後１時10 分 の２回

会場…市民会館ホール

内容…ロビン・フット（アニ

メ）、選挙啓発映画、エンド

ア

費用…無料

定員…各1,200 人（先着順）

保護者同伴でご来場下さい。

詳細…選挙管理委員会事務局

親子映画会

｢街は虹いろ子ども色｣

日時…７月21日(木)午前10時

・午後Ｏ時10分・２時20分・

４時30分・６時40分からの５

回公演

会場…市民会館大ホール

費用…４歳以上800 円(前売

り600円)

詳細…松戸親と子のよい映画

を見る会・小倉容86一4573番

ともしび読書会

日時… ７月21 日（木）午前10 時

～正午

会場…婦人会館研修室

費用…500 円

テ キスト …「敦煌」・井上靖

著

申込み…電話で山本061 ―04

07 番へ

いざという時の救急講座

日時… ７月23 日（土）午後２時

～４時

会場…小金原市民センター

内容…松戸市医師会の救護体

制・救急法講習・映画「みん

なのための人工呼吸」・救急

に伴う実演

詳細…防災課

国民年金標語募集

募集期間…８月１日～31日

内容…国民年金制度に対する

認識を高めるためで、標語に

は「国民年金」または「基礎

年金」もしくは「年金」の字

句を入れ、自作未発表のもの

申込み…ハガキに住所・氏名

・性別・年齢・職業を書いて

〒260 ―91千葉市市場町1 －1

千葉県国民年金協議会へ

ひとり２点までとし、作品は

返しません。（31日の消印ま

で有効）

詳細…国民年金課給付係

初級おはなし実技講習会

日時…８月６日(土)午前10時

～午後４時

会場…松戸市おはなしキャラ

バン事業所( 新松戸南2―2)

対象…保母・教員

費用…3,000円

内容…絵本の見せ方と語り方

・おはなしの語り方と昔ばな

しの知識・人形劇の上演と操

作の実習・人形製作の見学

定員…20人

申込み…電話で、火～金曜日

の午前９時～午後４時までに

(財)松戸市おはなしキャラバ

ン044 ―3037番へ

おはなしキャラバン

夏休み東京公演

日時…７月24 日（ 日）午後１時

～２時と午後３時～４時

会場…青山こどもの城（渋谷

区神宮前5 53 ― 1 )

費用 …入館料子供300 円･ 大人

400 円

詳 細…（財）松戸市おはなし キ

ャラバン5544 ―3037 番（ 火～

金曜日）

松戸反核フェスティバル

日時… ８月７日（日）午前10 時

から

会場…常盤平市民センター

費用…無料

内容… 原爆写真展・被爆者の

話・黒坂正文反核コンサート

「国連報告」比屋根孝子氏･人

形劇・お母さんたちのバザー

ル・すいとん試食会

反核フェスティバル第２部 と

して８月21 日（日）市民劇場で

映画「さくら隊散る」を午前

10時 ・午後１時・４時の３回

上映し ます（有料）。

詳細…松戸市原爆被爆者の会･

反 核フェスティバル実行委員

会 ・西登86 ―8387 番

夏休み子ども

手づくり絵本教室

日時…７月26日・29日、８月

２日・５日・９日・12日・23

日・26日の各火・金曜日の計

８回、午前10時～11時30分

会場…婦人会館

対象…小学校３年生以上の人

費用…1,000円

講師…手づくり絵本作家・牧

島敏乃氏

定員…30人

申込み…電話で、松戸手づく

り絵本「たんぽぽ」の会・折

田085 ―1730番へ

青少年キャンプ大会

期日…8月20日(土卜22 日(月)

会場…国立中央青年の家( 静

岡県御殿場市)

対象…中学生

費用…10,000円

定員…90人( 先着順)

申込み…松戸市青少年相談員

連絡協議会事務局( こども課

内) へ、７月30日(土)までに

電話予約のうえ、8月５日(金)

までに参加費を持参して下さ

い。

詳細…こども課育成係

市民講座

日時…８月７日(日)午後２時

～４時

会場…勤労会館ホール

内容…世界の爬虫類のはなし

講師…(財)日本野生生物研究

センター主任研究員・千石正

一氏

対象…小・中学生を含む一般

市民

定員…100人(先着順)

費用…無料

申込み…電話で市立図書館昔

65―5115番(月曜日は休館)へ

文化ホール映画会

日時…８月４日(木)･５日(金)

午後１時～３時

会場…文化ホール

内容…４日｢お父さんの宝島｣

．｢竹取物語｣、５日｢ ゴンタ

と呼ばれた犬｣｢松戸の歴史と

文化財｣

定員…各40人( 先着順)

対象…小学生以上の人

申込み…当日会場で

詳細…文化ホール2567 7810

番　　　　'

世界平和都市宣言事業

夏休み親子映画鑑賞会

日時… ８月10 日（水）午後１時

～３時

会場…市民劇場

費用…無料

内容…「東京ヒロシマ子 ども

派遣団」「二十四の瞳」

定員…362 人（ 先着順）

入場整理券を持っていない人

は入場できません。

申込み…往復ハガキに住所・

氏名･電 話番号･ 希望 人数 に

枚につき３人まで）を明記し、

〒271 松戸 市根本387 5 松 戸

市役所総務部庶務課へ

市民吹奏楽団定期演奏会

日時…８月７日（ ㈲午後２時

開演

会場…市民劇場

内容…Ｒ・シェーカー「第２

組曲」ほか

費用…当日券200円

詳細…渡利登65―2922番

納涼 盆栽展

日時…7J｣23 EI (土)･24日(日)

午前９時～午後５時

会場…稔台市民センター

詳細…稔台盆栽愛好会・岩村

S64 ―2674番

郷土歴史講座

まこもで作る七夕飾り(馬と牛)

日時…８月７日（日）午後１時

30分 ～４時30 分

会場…文化ホール

講師…新松戸郷土資料館館長

・大井弘好氏

対象…成人市民・小学校５年

生以上の親子

定員…30 人

費用…無料

怪作業のできる服装でハサミ

を持参して下さい。

申込み…７月30日（土）必着で、

往復ハガキに住所・氏名・年

齢・電話番号を明記し、〒271

松 戸 市松戸1307 ― 1 松 戸ビル

４階松戸市文化ホール(S67

－7810 番）へ

喜楽家サマーキャンプ

参加ボランティア募集

期日 …８月６日（土 ）～８日（月）

２泊３日

会場…殿山公園（新作3-1163)

対 象 …障害者とキャンプ生 活

をしたいと思 う人

物品などの提供の協力もお願

いします。

費用…2,000 円 （ 高 校生以下

1,000 円 ）

詳細…喜楽家昔44 一 9951 番

（ 月曜日を除く）

映画会「弥次喜多道中記」

日時…７月29日(金)午後１時

会場…小金原老人福祉センタ

ー

対象…市内在住の60歳以上の

人

費用…無料

主演…小林桂樹

詳細…小金原老人福祉センタ

―044 ―8270番

夏季市民軟式庭球大会

救急医療体制　　健康保険証を忘れずに／
夜間急病診療所(毎日)･午後8時～11時衛生会館内　　　5568-3756番

侍機病院( 毎日)･午後5 時～午前9 時テレホンサービス　 容66-00扣番

緊急休日在宅当直医･午前9時～午後5時テレホンサービス　Q66-0010 番

休日歯科診療所・午前9 時～正午　衛生会館内　　　　　S65-343 謾

日時…８月28日(日)午前８時

30分受け付け、午前９時開始

会場…栗ヶ沢公園庭球場

対象…市内在住、在勤の社会

人

費用…１チーム1,000円

種目…一般・成年・壮年男女

申込み…８月13日(土)までに

所定の振込用紙で

詳細…軟式庭球連盟・小倉容

45―0899番
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